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「
覆
水
盆
に
返
ら

ず
」
変
え
よ
う
が

な
い
過
ぎ
た
こ
と

を
取
り
上
げ
る

の
も
仕
方
が
な
い

話
だ
が
、
年
の
終

わ
り
な
の
で
振
り

返
っ
て
み
た
。
コ
ロ
ナ
・
カ
ル

ト
・
戦
争
・
利
権
・
腐
敗
・
値
上
げ

な
ど
、
ど
ん
よ
り
曇
っ
た
印
象

の
言
葉
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い

年
だ
っ
た
。
秋
以
降
に
相
次
い

で
鬼
籍
に
入
っ
た
先
輩
・
同
世

代
の
仲
間
を
想
う
と
、
さ
ら
に

沈
ん
だ
気
持
ち
に
な
る
▼
そ
ん

な
中
で
も
、
身
の
周
り
で
は
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
嬉
し
い
出
来

事
は
あ
っ
た
。
非
正
規
の
仲
間

の
処
遇
改
善
要
求
が
通
っ
た
。

編
集
に
関
わ
っ
た
動
画
が
コ
ン

テ
ス
ト
で
大
賞
を
受
賞
し
た
。

応
援
し
た
候
補
が
選
挙
で
勝
っ

た
。
音
楽
仲
間
が
増
え
た
。
家

族
も
増
え
た
▼
挑
戦
し
た
こ
と

や
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
っ
た
。朝
の
駅
立
ち
、

街
宣
行
動
で
の
マ
イ
ク
ア
ピ
ー

ル
、
自
治
研
集
会
分
科
会
の
座

長
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
、
ウ

ク
レ
レ
サ
ー
ク
ル
、動
画
編
集
、

高
血
圧
の
薬
…
▼
と
に
も
か
く

に
も
、
今
年
も
み
ん
な
よ
く
生

き
た
！
お
つ
か
れ
さ
ま
！

19日　県本部教宣委員会総括会議
（県本部会議室）

21日　県本部衛生医療評対県申入れ（兵庫県庁）
23日　県本部現業・公企闘争委員会

（ひょうご共済会館）

当面の日程

　

県
本
部
障
害
労
働
者
評
議
会

は
11
月
24
日
、
兵
庫
労
働
局
に

対
し
河
合
良
宣
議
長
が
「
障
害

者
雇
用
の
推
進
に
向
け
た
要
求

書
」
を
提
出
し
、
交
渉
に
応
じ

る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　

河
合
議
長
は
、「
①
障
害
者

の
雇
用
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。
特
に
精
神
障
害
者
の
離

職
率
が
高
い
た
め
、
合
理
的
配

慮
の
提
供
等
離
職
防
止
に
向
け

指
導
す
る
こ
と
②
欠
格
条
項
に

つ
い
て
、
精
神
障
害
に
至
っ
て

は
、
減
る
ど
こ
ろ
か
急
増
し
て

い
る
た
め
、
障
害
の
軽
重
問
わ

ず
、
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
レ
ッ
テ

ル
貼
り
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に

指
導
す
る
こ
と
③
重
度
障
害
者

の
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
制
に
つ
い

て
、
個
々
の
職
務
能
力
や
実
態

を
反
映
さ
せ
る
べ
き
。
特
に
地

方
公
共
団
体
へ
は
撤
廃
ま
た
は

制
度
の
見
直
し
を
厚
労
省
に
対

し
て
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
④

採
用
時
の
『
自
力
通
勤
・
介
護

者
な
し
勤
務
可
能
な
者
に
限

る
』
と
し
た
欠
格
条
項
を
削
除

す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
⑤
障

害
者
が
健
康
に
働
き
続
け
る
た

め
に
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と

⑥
コ
ロ
ナ
禍
で
の
時
差
出
勤
や

在
宅
勤
務
や
ウ
ェ
ブ
会
議
等
、

新
た
な
働
き
方
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
民

間
企
業
が
実
践
し
て
い
る
好
事

例
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
」

な
ど
趣
旨
説
明
を
し
、
春
闘
期

に
交
渉
を
行
う
こ
と
を
確
認
し

申
し
入
れ
を
終
え
た
。

　
「
憲
法
を
変
え
る
こ
と
よ
り

活
か
す
こ
と
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
憲
法
理
念
の
実
現
を
め

ざ
す
第
59
回
大
会（
護
憲
大
会
）

が
11
月
12
日
か
ら
松
山
市
内
で

開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
６
５

０
人
が
参
加
し
、
開
会
総
会
をひろば「伊方原発問題講演会」

要求書を渡す河合議長●左左

は
じ
め
、
分
科
会
、
ひ
ろ
ば
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
閉
会
総

会
と
３
日
間
の
日
程
で
実
施
さ

れ
た
。
全
国
各
地
の
参
加
者
は

改
憲
阻
止
・
軍
拡
反
対
の
取
り

組
み
を
強
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
あ
っ
た
。

　

初
日
は
全
体
企
画
と
し
て

「
国
交
正
常
化
50
年 

対
話
の
扉

を
大
き
く
開
き
ア
ジ
ア
の
緊

張
緩
和
と
世
界
平
和
へ
の
貢
献

を
」
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
。
３
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
日
本
と
中
国
と
の
過
去
・
現

在
の
関
係
か
ら
今
の
日
本
の
対

応
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。

　

翌
日
か
ら
は
分
科
会
・
ひ
ろ

ば
な
ど
に
分
か
れ
、
各
課
題
の

問
題
提
起
や
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

イーロン・マスク氏

松本 真紀子

　

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
兵

庫
県
本
部
（
兵
退
連
）
は
、
10

月
25
日
、
第
47
回
定
期
総
会
を

神
戸
市
内
で
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
こ
の
２
年
書
面
総
会

だ
っ
た
が
３
年
ぶ
り
に
対
面
方

式
で
開
か
れ
た
。

　

大
槻
信
夫
兵
退
連
会
長
は
あ

い
さ
つ
で
、
３
年
ぶ
り
に
開
催

で
き
た
こ
と
を
評
価
し
な
が
ら

も
、
私
た
ち
を
取
巻
く
状
況
に

つ
い
て
「
年
金
が
今
年
６
月
か

ら
減
額
さ
れ
る
中
で
、
円
安
な

ど
に
よ
る
物
価
上
昇
が
あ
る
。

政
府
の
無
策
が
腹
立
た
し
い
。

現
退
一
致
し
て
政
府
の
政
策
を

改
め
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
か
ら
新
年

度
活
動
方
針
案
等
が
提
案
さ
れ
、

満
場
一
致
し
て
確
認
さ
れ
た
。 あいさつをする大槻会長

丹
指
労
・
八
鹿
病
院
・
養
父
臨
嘱

労
は
２
０
２
３
年
度
の
期
末
手

当
０
・
１
月
増
で
確
認
。
佐
用

ひ
ま
わ
り
労
組
は
給
料
表
を
４

月
遡
及
改
定
の
予
定
。
豊
岡
病

院
は
正
規
に
準
じ
給
料
表
を
改

定
し
12
月
末
に
遡
及
予
定
。
一

時
金
は
病
院
独
自
の
運
用
に
よ

り
勤
勉
手
当
増
額
相
当
分
を
期

末
手
当
に
加
算
す
る
こ
と
と
し

た
。

水
労
が
人
勧
を
反
映
し
給
料
表

の
改
定
と
期
末
手
当
０
・
１
月

増
を
12
月
支
給
で
確
認
。
芦
屋

３
単
組
も
給
料
表
改
定
と
報
酬

加
算
と
し
て
＋
０
・
１
月
を
12

月
支
給
。宝
塚
も
期
末
手
当
０
・

１
月
増
を
12
月
支
給
と
し
、
南

あ
わ
じ
は
期
末
手
当
＋
０
・
06

と
し
年
間
２
・
52
月
。
南
あ
わ

じ
と
淡
路
が
給
料
表
の
改
定
時

期
を
23
年
１
月
へ
前
倒
し
。
伊

　

県
内
各
自
治
体
で
は
、
正
規

職
員
の
給
料
表
を
４
月
に
遡
っ

て
改
定
、
一
時
金
０
・
1
月
増

額
分
を
12
月
期
に
支
給
な
ど
、

勧
告
ど
お
り
妥
結
し
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
、
神
戸
は
11
月
８
日
の
市
労

連
交
渉
で
常
勤
職
員
と
の
均
衡

を
考
慮
し
、
期
末
手
当
を
０
・

1
月
引
き
上
げ
て
年
間
２
・
5

月
と
す
る
こ
と
で
妥
結
。
西
宮

　

県
本
部
は
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
料
表
の
改
定
や
一
時

金
０
・
１
月
増
な
ど
を
求
め
、
11
月
11
日
と
18
日
に
統
一
行
動

日
を
設
定
し
、
各
単
組
で
確
定
交
渉
が
実
施
さ
れ
、
正
規
職

員
は
人
事
院
勧
告
ど
お
り
改
定
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

��月３日の決起集会で最終意思統一を図った

兵退連第47回定期総会

現退一致した運動強化を
3年ぶりに対面で開催

平
和
こ
そ
市
民
の
願
い

現
状
の
課
題
と
憲
法
の
理
念
を
共
有
し
あ
う

2022確定闘争

正
規
は
人
事
院
勧
告
ど
お
り
妥
結

会
計
年
度
は
一
部
改
善
に
と
ど
ま
る

障労評が労働局へ申し入れ

ダブルカウント制の見直しや
離職防止に向け要望
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全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労

働
組
合
関
西
地
区
生
コ
ン
支

部
（
関
生
支
部
）
を
支
援
し
よ

う
と
「
労
働
組
合
つ
ぶ
し
を
許

さ
な
い
兵
庫
の
会
」
第
３
回
総

会
が
11
月
25
日
に
中
央
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
会
場
か

ら
溢
れ
る
ほ
ど
の
参
加
が
あ
っ

た
。

　

総
会
冒
頭
に
呼
び
か
け
人
を

代
表
し
て
、
岩
佐
卓
也
教
授
が

「
人
権
無
視
、
反
組
合
の
警
察
・

検
察
を
変
え
る
に
は
勝
つ
し
か

な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

総
会
議
事
を
確
認
後
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
こ
こ

か
ら
『
関
西
生
コ
ン
事
件
』
と

私
た
ち
」
を
上
映
。
関
生
支
部

へ
の
不
当
弾
圧
は
「
労
働
者
が

権
利
を
主
張
す
れ
ば
『
恐
喝
』」

「
ス
ト
ラ
イ
キ
は
『
威
力
業
務
妨

害
』」「
組
合
要
求
は
『
強
要
』」

と
さ
れ
、
多
く
の
組
合
員・役
員

が
不
当
逮
捕
、
長
期
勾
留
が
行

わ
れ
た
。
国
家
権
力
は
「
あ
た

り
ま
え
の
組
合
活
動
」
を
犯
罪

に
し
、
仲
間
や
家
族
に
大
き
な

傷
を
負
わ
せ
た
が
、
連
帯
力
の

必
要
性
が
伝
わ
る
内
容
だ
っ
た
。

　

上
映
後
、
映
画
の
主
人
公
で

も
あ
る
松
尾
聖
子
さ
ん
が
登
壇

し
「
誰
も
悪
い
こ
と
は
し
て
い

な
い
し
、
絶
対
に
負
け
た
く
な

い
。
多
く
の
人
に
、
こ
の
映
画

を
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
力
強

い
決
意
を
語
っ
た
。

　

11
月
13
日
に
淡
路
市
佐
野
運

動
公
園
に
お
い
て
、
阪
神
淡
路

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
で
、
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
が
、
５
単
組
（
西

宮
水
労
、
三
田
市
職
労
、
淡
路

市
職
労
、
南
あ
わ
じ
市
職
労
、

淡
路
広
域
水
労
）
が
参
加
。

　

開
会
式
で
は
、
地
元
淡
路
市

職
労
松
田
直
城
執
行
委
員
長
の

歓
迎
と
激
励
、
交
流
を
深
め
て

い
く
機
会
に
し
た
い
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

５
チ
ー
ム
総
当
た
り
の
リ
ー

グ
戦
で
、「
女
子
選
手
の
得
点

は
２
点
」
と
い
う
、
今
大
会
独

自
ル
ー
ル
を
取
り
入
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
初
出
場
の
淡
路
広
域

水
労
を
は
じ
め
、淡
路
市
職
労
、

南
あ
わ
じ
市
職
労
で
も
、
積
極

的
な
女
子
選
手
の
起
用
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
10
分
ハ
ー
フ
と
い
う

過
酷
な
設
定
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
選
手
交
代
を
活
用
し
な
が

ら
最
後
の
１
秒
ま
で
力
の
入
っ

た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

試
合
結
果
は
、
４
戦
全
勝
の

南
あ
わ
じ
市
職
労
が
優
勝
、
４

試
合
で
１
失
点
の
三
田
市
職
労

が
準
優
勝
と
な
っ
た
。

３年ぶりに５単組が交流

決意を語る松尾さん

優勝した丹波篠山チーム

リ
ー
グ
１
位
の
新
温
泉
と
２
位

の
朝
来
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
対
戦
。

　

準
決
勝
は
丹
波
篠
山
対
朝
来
、

新
温
泉
対
豊
岡
病
院
が
対
戦
し

い
ず
れ
も
４
対
３
で
丹
波
篠
山

と
豊
岡
病
院
が
決
勝
へ
進
出
。

　

決
勝
戦
も
丹
波
篠
山
と
豊
岡

病
院
の
両
チ
ー
ム
譲
ら
ず
、
３
対

3
の
フ
ル
ゲ
ー
ム
と
な
り
白
熱
し

た
試
合
と
な
っ
た
が
、
丹
波
篠
山

が
激
戦
を
制
し
、
２
０
１
０
年
の

第
５
回
大
会
以
来
12
年
ぶ
り
３

度
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。

　

な
お
、
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
県
大
会
へ
は
優
勝
の
丹
波

篠
山
、
準
優
勝
の
豊
岡
病
院
、

第
３
位
の
新
温
泉
と
前
年
度
優

勝
枠
と
し
て
豊
岡
が
出
場
す
る
。

　

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

来
年
３
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

県
本
部
卓
球
大
会
の
出
場
権
を

か
け
て
、
11
月
26
日
に
７
チ
ー

ム
が
参
加
す
る
中
、
養
父
市
内

で
予
選
大
会
を
開
催
し
た
。

　

試
合
は
予
選
リ
ー
グ
を
行

い
、
Ａ
リ
ー
グ
１
位
の
丹
波
篠

山
と
２
位
の
豊
岡
病
院
、
Ｂ

ず
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
で
指
す

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
だ
と

思
う
」
と
述
べ
た
。

　

な
お
、
各
ク
ラ
ス
別
優
勝
者

は
次
の
と
お
り
。

【
囲
碁
の
部
】

本
因
坊 

藤
原
正
剛・神
戸
退
職
者
会

Ａ
ク
ラ
ス 

多
田
満
雄・神
戸
退
職
者
会

Ｂ
ク
ラ
ス 

榮
藤
祐
輔・太
子
町
職

【
将
棋
の
部
】

名
人
位 

高
田
陽
平・尼
崎
市
職
労

Ａ
ク
ラ
ス 

重
藤
正
平・明
石
市
職
労

Ｂ
ク
ラ
ス 

公
文
将
司・明
石
市
職
労

Ｃ
ク
ラ
ス 

近
野
公
彦・明
石
市
職
労

で
２
回
目
の
出
場
。
昨
年
は
決

勝
戦
で
敗
れ
た
。
普
段
は
神
戸

市
の
Ｏ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
月
２

回
、
地
元
の
囲
碁
ク
ラ
ブ
で
週

３
回
ほ
ど
打
っ
て
い
る
。
決
勝

で
は
序
盤
は
不
利
な
形
成
だ
っ

た
が
、
終
盤
の
巻
き
返
し
で
勝

利
し
た
。
今
日
は
負
け
て
も
と

も
と
と
開
き
直
り
決
勝
に
挑
ん

だ
の
が
良
か
っ
た
」と
話
し
た
。

　

ま
た
、
将
棋
の
部
名
人
位
で

２
連
覇
し
た
高
田
陽
平
さ
ん
は

「
昨
年
の
優
勝
で
色
々
、
声
を

か
け
て
も
ら
え
た
。
今
回
も
優

勝
で
、
尼
崎
市
職
労
と
し
て
の

ア
ピ
ー
ル
に
な
っ
た
と
思
う
。

勝
因
は
楽
し
み
な
が
ら
指
せ
た

こ
と
や
、
定
跡
に
こ
だ
わ
ら

囲
碁
の
部
本
因
坊
で
は
、
藤
原

正
剛
さ
ん
が
初
の
栄
冠
に
、
将

棋
の
部
名
人
位
で
は
高
田
洋
平

さ
ん
が
２
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

囲
碁
の
部
本
因
坊
で
初
優
勝

し
た
藤
原
正
剛
さ
ん
は
「
今
年

　

開
会
で
山
下
忠
之
委
員
長
は

「
日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
、
囲
碁
・将
棋
を

通
し
た
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

試
合
は
ク
ラ
ス
別
に
行
わ
れ
、

　

県
本
部
第
42
回
囲
碁
・
将
棋

大
会
は
12
月
３
日
、
ひ
ょ
う
ご

共
済
会
館
で
囲
碁
の
部
に
５
単

組
13
人
、
将
棋
の
部
に
20
単
組

35
人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

囲
碁
本
因
坊
決
勝
戦

将
棋
名
人
位
決
勝
戦

囲碁・将棋大会

囲
碁
は
藤
原
さ
ん（
神
戸
市
退
職
者
会
）が
初
優
勝

将
棋
は
高
田
さ
ん（
尼
崎
市
職
労
）が
２
連
覇

組合つぶしは許さない

弾圧をはねのけ、
あたりまえの労働運動を

但丹ブロック
卓球予選

丹
波
篠
山
が
激
戦
制
す

12
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝

阪淡ブロック
フットサル大会

全
勝
で
南
あ
わ
じ
が
優
勝

独
自
ル
ー
ル
で
交
流
深
め
る


